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ow文星芸大附n l

は､平成 17年4月

に｢文星芸術大学

附属中学校｣の開

校に合わせて発

刊されました｡ 

多
-
の
先
生
方
が
生
徒

一

人
ひ
と
り
に
手
を
か
け
'
知

識
と

い
う
肥
料
を
与
え
､
時

に
は
余
分
な
枝
葉
を
落
と
し

て
成
長
さ
せ
て
き
た
歴
史
､

あ
る
い
は
､
生
徒
の

一
人
ひ

と
り
が
大
地
か
ら
自
ら
芽
を

出
し
'
水
や
肥
料
を
得
て
生

長
し
､花
開
か
せ
て
き
た
歴
史
､

そ
れ
が
本
校
の
百
年
で
あ
ろ

う
｡
こ
こ
で
言
え
る
こ
と
は
'

き
れ
い
に
咲
-
花
も
見
事
な

実
も
無
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

で
は
な
い
｡
あ
-
ま
で
も
､
生

徒
と
い
う
種
子
本
来
が
持

っ

て
い
た
個
性
を
成
長
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
｡

こ
れ
ま
で
の
三
万
名
を
超

え
る
卒
業
生
の

一
人
ひ
と
り

が
､
自
分
と

い
う
者
が
持

つ

他
の
人
に
は
な
い
特
性
を
成

長
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
て
き

た
積
み
重
ね
､
そ
れ
が
本
校

の
歴
史
で
あ 

と
言
え
よ
う
｡ -

伝
統
な
の
だ
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▽
七

月 

20
日
㈱

学
期
終
業
式 

21
日
㈱
〜
22
日
轡ー

ス

25
日
㈱

〜㌘
日 
00

l
第 

6 号

私
は
､
一
昨
年
､
長
く
住
ん

で
い
た
さ
-
ら
市
氏
家
の
地

か
ら
下
野
市
に
転
居
し
た
｡

私
に
と

っ
て
､
こ
れ
が
十

一

度
目
の
転
居
で
あ
る
｡
終 
(
つ

い
)
の
す
み
か
と
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
｡
で
も
そ
こ
は
､

鬼
怒
川
と
田
川
の
流
れ
に
挟

ま
れ
､
ま
わ
り
は
水
田
と
タ

マ
ネ
ギ
畑
･
か
ん
ぴ
ょ
う
畑

ば
か
り
の
静
か
な
農
村
地
帯

で
あ
る
｡
小
さ

い
な
が
ら
も

永
年
の
夢
で
あ

っ
た
家
庭
農

園
を
敷
地
内
に
作
る
こ
と
が

で
き
､
さ
ら
に
'
柿
や
梅
､
相
､

枇
杷
の
木
も
あ

っ
て
果
物
の

莱
-
も
多

い
｡
ま
た
､
白
木
蓮

や
山
菜
英 
(さ
ん
し
ゆ
ゆ
)
の

古
木
も
あ

っ
て
風
雅
の
雰
囲

気
を
少
し
漂
わ
せ
て
お
り
'

心
落
ち
着
-
場
所
で
も
あ
る
｡

今
は
､
雑
草
取
-
と
畑
の

手
入
れ
で
休
日
の
ほ
と
ん
ど

は
終
わ

っ
て
し
ま
う
が
､
充

実
し
た
毎
日
を
過
ご
せ
て
い

る
と

い
う
思

い
が
強

い
｡
こ

れ
か
ら
人
生
の
終
蔦
を
迎
え

る
ま
で
何
年
何
十
年
あ
る
か

わ
か
ら
な
い
が
､
1
年 
1
年
､

一
日

一
日
を
し
っ
か
り
と
過

ご
そ
う
と
思

っ
て
い
る
｡

さ
て
､
本
校
は
ー
創
立
者
上

野
安
紹
先
生
が
宇
都
宮
市
塙

田
の
地
に
｢
宇
都
宮
実
用
英

語
簿
記
学
校
｣
を
設
立
し
て

か
ら
百
周
年
を
迎
え
た
｡
こ

れ
ま
で
､
校
名
を

い
く
た
び

か
変
更
し
'
校
舎
も
ま
た
､
一

の
沢
町
､
現
在

の
睦
町
と
移

り
変
わ

っ
た
が
､
そ
れ
が
百

周
年
の
歴
史
で
も
あ
る
｡

毎
年
四
月
に
新
入
生
を
迎

え
､
三
月
に
卒
業
生
を
送
り

出
し
て
い
-
こ
と
は
､
春
に

28
日
㈲
-
Ⅶ冒

㈲

サ
マサ(

一

ク
ー
ル
(学
校
開
放
) 

マ
ー
キ
ャ
ン
プ 

年
･羽
鳥
湖
高
原

レ
ソ
ー
ナ
の
森
)

福
祉
施
設
体
巌 

(三
年
･ケ
ア
プ
ラ
ザ
而
今
) 

日

拙
英
語
研
修 

主

年.ブリ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
) 

▽
八

月 

4
日
甲 
-
6(ニ

0
日
出

l
日
体
顔
学
習

2
日
㈲
〜
26
日
㈲

28
日
㈲

19
日
㈲

22▽
九

1
日
㈲


3
日
3


1日
出

0

全
校
登
校
日 

種
を
蒔
き
秋
に
収
穫
し
て
い

-
農
作
業
に
も
似
て
い
る
し
､o

草
花
の

一
年
に
も
似
て
い
る 

夏
季
講
習
会
(全
学
年
) 

下
野
新
聞
標
準
丁
ス
ト
(三
年
) 

月琴
季
期
始
業
式 

学
習
会 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

1

三
年
)

6
日
㈲

1
日
㈲

〜

3

高
校
行
事
予
定 

▽
七

月 

02
日
㈱

第
一
学
期
終
業
式 

21
日
㈲
〜
29
日
㈲

夏
季
特
別
授
業
(前
期
)

近
日
㈱

野
球
応
援
二

年
) 

(硬
式
野
球
準
決
勝
)

26
日
㈲

野
球
応
援
(
二
圭

年
) 

(硬
式
野
球
決
勝
) 

29
日
胤

甲
子
薗
出
場
暗
全
校
登
校
日 

▽
八

月 

17
日

㈲ 
8
-
1
日
㈲

全
紙
マ
ー
ク
模
試
(英
三
年
) 

18
日
㈲

企
業
別
推
薦
選
考
会
議 

1
日
㈲

全
校
登
校
日 

2

体
巌
学
習

0
日
出

(宇 古
河
地
区
以
外
) 

21
日
㈲

日
体
瀬
学
習 

(宇 一
河
地
区
) 

22
日
㈱
〜
30
日
㈹

夏
季

特別授
業
(後
期
) 

26
日
㈲

ク
ラ
ス
登
校
日
(筆
紙
ビ
三
年
) 

▽
九

月 

1
日
㈲

琴
季
期
始
業
式 

5
日
㈱

校
内
漢
字
テ
ス
ト 

1

㈱
〜 

日
出

修
学
旅
行
(二
年
)

3
日

Et

修
学
旅
行
(

33
総合
的
な
学
習
(

E2
日 

〓

蚕
) 

1p <創立百周年に思う> 

2 p <夏季特活期間の過ごし方> 

3 p <輝け !文塁健児> 

4p <社会科見学･体育大会> 

5p <文星散歩道⑮> 

6p <文星フォトギャラリー>
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高

等

肇
琴
噂

学

校

を
通
し
て
そ
の
学
校
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
'
志
望
理
由
の

明
確
化
に
役
山北
つ
こ
と
と
思
い

ま
す
り
そ
し
て
そ
れ
は
推
薦
入

試
や 

入
試
の
対
策
に
も
な

A
O

り
ま
す
の
で
､
特
活
期
間
中
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
は
､

積
極
的
に
参
加
し
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

就職指導部長

湊 谷 浩 司

今
年
も
七
月 
1
日
か
ら
求
人

受
付
が
始
ま
り
､
就
職
を
希
望

す
る
生
徒
た
ち
は
求
人
票
を
も

ら
い
に
指
導
部
へ
と
殺
到
し
活

気
を
見
せ
て
い
る
っ
し
か
し
そ

の
反
面
､
い
ま
だ
世
の
中
の
雇

用
情
勢
は
安
定
し
て
お
ら
ず
'

事
業
所
の
出
足
も
鈍 
-
'
今
年

も
ま
た
厳
し
い
現
状
の
中
で
就

職
戦
線
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
｡
し
か
し
ヘビ
の
時
代
の
生

徒
も
楽
に
就
職
し
た
こ
と
は
な 

-
'
ど
の
生
徒
も
志
望
先
を
ど

tnR

の訓婆望
神妙 

.同


雨
が
心
配
さ
れ
た
中
'
六
月

八
日
(水
)
に
本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
体
育
館
に
お
い
て
､
創
立
記

念
式
典
お
よ
び
新
入
生
歓
迎
校

内
体
育
大
会
が
行
わ
れ
た
｡

こ
の
校
内
体
育
大
会
は
'
秋

の
｢雄
飛
祭
｣
や
｢秀
文
杯
｣と
同

様
に
､
本
校
を
代
表
す
る
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
｡
本
年
度
の
競
技

種
目
は
サ
ッ
カ
ー
と
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
｡
各
ク
ラ
ス
の
団
結
力
が

試
さ
れ
る
こ
の
人
会
で
'
素
晴

ら
し
い
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら

普
通
科
総
合
コ
ー
ス

《日
動
串
》

しハ
月
∵
口
(木
)
よ
り
､
三
年

生
の
希
望
者
を
対
象
に
ー
小
型

車
両
建
設
機
械
作
業
資
格
講
習
･

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
特
別
教

育
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
〇
三

年
f
Jで
は
'
進
路
選
択
に
有
利

な
資
格
取
得
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す 
)今
年
度
も
多

様
な
検
定
に
向
け
'
各
自
が
意

減
を
高
め
て
い
ま
し
た
-

《
調
理
》

六
月
七
日
(火
)
､
文
星
短
人

ま
で
自
己
覚
醒
し
成
長
で
き
る

か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
､

人
生
の
岐
路
に
な
る
こ
と
は
間

レレ
方
.

進学指導部長

馬 場 義 浩

三
年
生
は
い
よ
い
よ
進
路
決

定
の
最
終
段
階
に
入
り
､
学
力

の
伸
び
悩
み
な
ど
心
配
事
は
多

い
と
思
い
ま
す
｡
し
か
し
'現
役

受
験
生
は
､
夏
の
過
ご
し
方
で

本
番
ま
で
成
績
が
と
が
る
と
い

う
の
も
確
か
で
す
｡
で
す
の
で
､

少
し
高
い
レ
ベ
ル
を
目
指
し
て

努
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
｡一

二

年
生
に
お
い
て
は
'家

庭
学
習
の
習
慣
化
と
定
着
を
図

り
､
基
礎
学
力
の
徹
底
と
充
実

を
こ
の
特
活
期
間
中
に
達
成
す

る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
｡

そ
し
て
､
進
学
を
希
望
し
て

い
る
生
徒
は
'
一
年
次
か
ら
積

極
的
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

に
参
加
し
て
下
さ
い
｡
参
加
す

る
こ
と
で
学
校
の
特
徴
は
も
ち

ろ
ん
､進
学
意
欲
が
高
め
ら
れ
､

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
上
昇
や
入

学
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
な

ど
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
｡
実
際
に
体
験
や
模
擬
授
業

れ
た
｡

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
で
は
､
各

ク
ラ
ス
と
も
若
者
ら
し
い
熱
い

試
合
を
展
開

砂
煙
の
中
で
の

パ
ス
ワ
ー
ク
'
シ
ュ
ー
ト
の
連

続
は
ま
さ
に
圧
巻
で
し
た
｡

ま
た
､
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
も
､

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
が
光
る
チ
ー

ム
が
多
く
あ
り
､
会
場
を
大
い

に
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
｡

競
技
を
通
じ
て
ク
ラ
ス
が

一

丸
と
な
り
､
勝
利
に
向
か
っ
て

進
む
と
い
う
経
験
は
'
青
春
の 

.
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
大
き
な
財

産
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
｡

で
製
パ
ン
実
習
が
行
わ
れ
､
講

師
の
野
揮
先
生
の
熱
心
な
ご
指

導
の
も
と
'
ア
ン
パ
ン
･ポ
テ
ト

し
て
い
ま
し
た 

ミ
ル
ク
を
作
り
ま
し
た
〉普
段

の
実
習
で
は
体
験
で
き
な
い
パ

ン
斗
地
の
食
感
に
f
J従
た
ち
は


喜
び
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
.


ま
た
､
野
滞
先
生
の
貴
重
な
経


験
談
な
ど
も
聞
か
せ
て
い
た
だ


き
'
楽
し
い
中
に
も
緊
張
感
の


あ
る
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
｡


《
ゲ
ー
ム
C
G
′㍗


五
月

∴
十
関

口
(火
)
'
文
星

芸
大
で
体
験
学
習
を
行
い
'
ホ

t

違

い
な
い
｡
今
年
も
就
職
希
望

者
全
山
の
進
路
が
決
ま
る
こ
と

を
信

じ
'
最
大
限
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
き
た
い
｡ 

!L

夏
季
特
別
活
動
期
間
は
'自

ら
計
画
を
立
て
て
物
事
を
実
行

す
る
こ
と
で
､
日
立
的
な
態
度

を
養
い
､
心
身
を
成
鼓
さ
せ
る

絶
好
の
機
会
で
す
｡
無
計
画
で

従指呼部長

大 塚 晃

不
規
則
な
生
活
は
大
き
な
マ
イ

ナ
ス
と
な
り
､
無
気
力
や
怠
け

に
つ
な
が
り
ま
す
し開

放
的
な

小分
間
穴
の
中
で
年
活
が
乱
れ
や

す
-
､
問
題
行
動
や
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
卜
さ

い
.
ま
た
､
三
月
の
乗
日
本
人
小火

災
は
'
私
た
ち
の
生
活
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
と
日
時
に
'
何
気

な
い
普
段
の
生
活
の
大
切
さ
を

改
め
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
｡

特
活
期
間
は
家
族
間
の
対
話

の
時
間
を
増
や
し
､緋
を
深
め
､

そ
し
て
有
意
義
な
期
間
に
な
る

よ
う
努
力
を
し
て
下
さ
い
-

中
に
も
多
く
の
工
程
が
あ
る
こ

と
学
び
､
貿
重
な
時
間
を
過
ご

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科

六
月
十
六
日 
(木
)

春
日
都
市
に
て
首
都
圏
外
郭
放

水

路
の
実
地
見
学
を
行
い
ま
し

た
｡
地
下
神
殿
と
も
呼
ば
れ
て

お
り
'
洪
水
か
ら
人
々
を
守
る

た
め
に
建
設
さ
れ
た
巨
大
な
調

圧
水
槽
は
､
生
徒
た
ち
に
強
い

印
象
を
与
え
ま
し
た
｡

こ
に
す
る
か
迷
い
､悩
み
､

し
､
そ
し
て
決
め
て
い
く
の
で

あ
る
｡

の
は
｢

相
談

そ
し
て
何
よ
り
大
切
な

己
を
知
り
敵
と
戦
う
｣と

普
段
な
か
な
か
目
に
つ
き
に 

い
う
こ
と
で
あ
る
)

就
職
戦
線
ま
で
残
さ
れ
た
期

間
は
約

ケ
月
あ
る
が
､
そ
の

二

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
'
ど
こ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
利
用
さ
れ
て

い
る
F 
l 
a
S
h
に
よ
る
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
を
製
作
し
ま
し
た
(

生
徒
た
ち
は
､
一
瞬
の
動
き
の

-
い
こ
の
よ
う
な
施
設
を
見
学

す
る
こ
と
で
'
｢仕
事
｣
が
社
会

を
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

再
確
認
で
き
た
よ
う
で
す
｡

雷 夜警
年 年 年 年 年 年 年 年 年 ロ

IL
ノ
__ーl-
ヽノヽ - ノ＼ノし一

組 組 組 組 租 組 組 組 組
'埼
玉
県

三 二 一 堂

.
十 

･･･-....二 一 一 位- -

九 四 五

三 二 一 整 髪
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聞

け

日
日
文

守
1
1
熱
戦
再
来

の
県
予
選
会 
(以
下 

※
(共
)

卓

英
進
科
'
(普
)

=球

部

六
月
｢
日 
(金
)

(日
)

l団Ei体
決
勝
戦
で
作
新
学
院
と
対

テ

ニ

ス
部

山
口
選
手
準
優
勝

悲
願
の
全
国
大
会
川
場 
!

五
月
二
十
八
日 
(十
)
'
二
十

九
日 
(臼
)
､
六
E;
廿
日 
(日
)
に 

I
H
予
選
が
行
わ
れ
た
｡

団
体
戦
決
勝
で
足 
⊥
大
附
属

に
敗
退
し
､
惜
し 
-
も
全
国
出

場
を
逃
し
た
が
､
シ
ン
グ
ル
ス

準
決
勝
戦
で 
'
本
校
の
山 
U
優

紀
選
手 
(普

一
年
)
が
決
勝
戦
に

進
出
｡
油
布
選
手 
(足
工
人
附 
)

に
敗
れ
る
も 
'
見
事
に
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
出
場
権
を
獲
得
し
た
ー

ま
た
､
山
〓
選
手
は
荒
井
朔 

(普

一
年
)､遠
藤
康
太 
(普 
1.
午
)､

出
場 
準
決
勝
戦
に
て
今
大
会

阿
久
津
亮
汰 
(普
二
年 
)
選
手
と

と
も
に 
'
七
月
十
五
日
へ令
)
か

5
回
関
東
ジ

第

58
閃
申

ら
開
催
さ
れ
る
第 
8

ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

へ

C

の
出
場
も
決
め
て
い
る
｣

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部


無
念
の
準
健
勝


全
国
大
会
出
場
な
ら
ず


六
月 
∴
十
六
口 
(U
)
に
行
わ


れ
た
決
勝
我
で
ラ
イ
バ
ル
宇
都


宮
工
業
と
対
戦
し
た
〉
イ
ン
タ


ー

ハ
イ
出
場
を
か
け
た
意
地
の

′

｢
EJ


ぶ
つ
か
り
合
い
と
な

っ
た
が 
'

惜
し
く
も
準
優
勝
と
な
っ
た
｡

柔

道

部

各
階
級
で
健
闘
団
体 
3
位

六
月
十 
1
口
(土
)
に
行
わ
れ

た
66
kg
級
決
勝
で
本
校
の
嶋
田

激
闘
〓
甲
子
園
県
予
速

検
定
試
験
取
得
状
況 

(
六
月
末

現
在
)

第
93
回
全
国
高
校
野
球
選
手

橡
栃
木
大
会
が
七
月
九
日 
(⊥
)

に
開
幕
し
ま
し
た
｡
県
内
の
強

豪
校
と
の
激
闘
を
､
ぜ
ひ
球
場

で
観
戦
し
ょ
う
ー

準
々
決
勝

七
月 

∴

十

一
日 
(木
) 

11
時
30
分
試
合
開
始

準
決
勝

七
月 
∴
十
五
日 
(月
) 

9
時
試
合
開
始

決
勝
戦

七
月
二
十
六
日 
(火
) 

12
時
試
合
開
始 

(三
試
合
と
も
県
営
球
場 
)

被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

奉
加
し
て

軟
式

野
球
部

主

将

成
即

聖
哉

八
月 
.
.卜
八

日
､
私
た
ち
軟

式
野
球
部
卜
二
名
は
'
宮
城
県

ヒ
ケ
浜
町
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
､
餅
つ
き
と
下

絢
伍
選
手 
(普
二
一年
)
が
佐
藤
選

た
第 
58
回
全
国
高
校
珠
算
電
卓

星

健

児

部

活

動

報

告

〜

七
月
末
か
ら
北
東
北 
4
県
で

開
催
さ
れ
る
高
校
総
体
｢2
0 

北
東
北
総
体
｣

I 
H
予
選 
)

が
行
わ
れ
ま
し
た
｡
そ
の
上
な

結
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
｡ 

=
普
通
科

揮
畠
選
手
個
人
戦
を
制
覇
し

全
国
大
会
出
場 
!

か
ら
｢
二
日 

H

に
行
わ
れ
た 
1 

予
選
の 

辛 
(同
学
院 
)
と
全
回
大
会
出
場

を
争
い
'
惜
し 

な
っ
た
ー
ま
た 

亮
介
選
手 
(草 

も
咋
優
勝
と

-'
同
階
級
の
井
端

競
枝
入
会
県
予
選
会
で
､
本
校

の
幕
林
湖
西
パ君 
(普
l二
年
)
が
電

草
部
門
で 
3
位
に
入
賞
し 
'
八

臼
(火
)に
東
女
で
行
わ
れ

'年
)
と
'
別
kg

〞 

第
は
回
全
商
電
卓
検
定

.

.

【
‥
級
一

【普
通
計
算 

【ビ
ジ
ネ
ス
部
門
二
級
】

級
の
小
池
惰
選
手 
(普
三
年 
)

3
位
入
賞
を
果
た
し
た
｡
ま
た 

Lハ
月
卜
九
日 
(口
)
に
わ
わ
れ
た

団
体
戦
に
お
い
て
も 
'
3
位
入

賞
を
果
た
し
た
｡

が 

る
本
戦

川

場
を
決
め
た
｡

御
堂
進
ノ
介

t 

《
関
東
大
会
結
果
》

島
田

TI


川
音

野
揮

｢
=･･ 

_

第

飢
関
畳
丁

東
叶

E

学
校
卓
球
大
会 

剣

道

部

(川

体
)

2
回
戟
進
山 

金
川

清
水

凹
体 
3
位

た
I
H
hL
選
に
本
校
剣
道
部
が

(個(ダ
ブ
ル
ス
)

人
)

六
月
十
六
日 
(木
)
に
行
わ
れ

滞
畠

雅
孝

優

勝 
叶
) 

l

倉
井

浜
本

揮
畠
･中
郷
有
介 
(普 

一二
浦

af

の
潮
者
小
山 
:
校
に
敗
れ 
'
3

3
回
戦
進
山 

戦
｡
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
山
場
を
か

け
て
接
戦
を
繰
り
広
げ
る
も
惜

敗
L
t準
優
勝
と
な
っ
た
｡ 

‥
方
､
個
人
戦
で
､
揮
畠
推
挙

遠
tu,(普
三
年 
)
が
決
勝
に
進
出
｡

近
藤
選
手 
(作
新
学
院 
)を
退
け 

六
月
の
関
東
大
会
に
続
き
県
大

会
を
優
勝
で
飾

っ
て
､
イ
ン
タ

第
72
回
全
腐
簿
記
検
定

【
一
級
】

鈴
木

将
太

長
洋

風
汰

【会
計 
‥
級
】

橋
本

拓
也

【.I
.,耕
一


市
村

拓
也

海
老
原
佑
基


島
別

天
佑

諏
訪


牧
野

和
輝

吉
池


野
鋼
の
卜
捕
え
や
配
膳
を
坤 
}

第
44
回
仝
商
ワ
ー
プ
ロ
検
定

TTT 

位
入
賞
と
な
っ
た 
)

将

棋

部

小
倉
君 
'今
同
人
会
へ
!

七
月
九
日 
(上
)
､
･L
H
(H 
i

に
行
わ
れ
た
全
川
高
校
将
棋
竜

王
戦
県
予
選
会
に 
'
本
校
将
棋

部
が
出
場
し
た
｡

決
勝
戦
へ
本
校
の
小
倉

史
君 
(英
三
年 
)
は
窪
君 
(

学
院 
)
を
F
し
て
俊
勝 

八
;

二
十
三
日 
(火
)
か
ら
福
岡
県
で

開
催
さ
れ
る
､
第 
24
回
全
国 

校
将
棋
竜
王
戦
へ
の

獲
得
し
た
｡

珠

算

部

碁
林
君
､全
国
大
会
山
場 
!

[T
 

.i
' 

‥…等
学
校

剣
道
入
会 

(
川
体
)

回(
川

同 
=
巴
∪

率
い塁
7

'

体
一 

ベ

ス
ト 
16

学
校朱
道
入
会 

2
回
械
進
山

弟 

59回
閃

=回
山
門
凹

閲

束高
等
学
枚
陛

卜
娩
技

ー
ハ
イ
に
駒
を
進
め
た
｡

な
お 
'
揮
畠
選
手
は
七
月
十

三
日 
(日
)
か
ら
開
催
さ
れ
た
｢
2 

0
1
1
ベ
ト
ナ
ム
･ゴ
ー
ル
デ

ン
ラ
ケ
ッ
ト
大
会
｣
に
日
本
代

一
富

選
手
権
入
会

作
新

L

目

脂

投

げ

ま
し
た
｡
現
地
の
惨
状
を
目

L
t

安

達

中

一｣
=

也･蒼
へ
ま
リ

【
‥
級
一

【二
級
】

い
た
だ
き
感
無
窮
で
し
た 

【
三
級
一

o

3

ノ
ー 

3

-
㌧
4 

2
ノ

ー
6 lJ 

の
当
た
り
に
し
｢
私
た
ち
に
何

鈴
木

田
代
美
砂
晶

i:川

が
で
き
る
の
か
｣
と
思
い
不
安

2
･t
8 

で
し
た
が 
'
多
く
の
方
々
か
ら

｢あ
り
が
と
う
｣

I 

出
場
権
を

砲

丸
投
げ
､ 

Ej
代
美
砂
希

安
達

中
也

六

投
げ

3
ト
し 
4 

31
メ
ー 
7 

1183

ト
ル
3 

阿
久
津
圭
汰

と
い
う
言
葉
を

1
ト

ル
7 

暮
林

期
真

高
屋
敷
雄
太

メ
-

』
1 

ト
ル 
7 

メ

1
8 

ト

ル
4

被
災
さ
れ
た
万
々
に
心
を
寄

ン
マ
-

石
川

せ
て
同
じ
時
間
を
共
有
で
き
た

こ
と
は
貴
遵
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
｡

稜 

六
月 
E
IEIj
(土
)
に
開
催
さ
れ

吉
池

.
級
一

天
佑

柘
真

由
樹

亮
太

雄
斗

渡
追

神
目

福 鈴 高 木
島 本 野 村

一
樹

一
也

研
雄

伸
将

茸
太

元 俊 排 達
寿 介 司 也

雅
章

研
雄

亮

周
啓
之

鈴
木

長
揮

宮
嶋

阿
久
津
友
汰

屋 園 小
代 都 合

楓
汰

拓
哉

混
平

幹 大
入 樹

幸 陽 一一
冬 平 桝

26
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い
で
し
ょ
う
｡
特
に 
'
課
題
は
早

め
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
｡

∴
つ
目
は
､
事
故
や
事
件
な

夏
季
特
別
教
育
活
動

ど
に
遭
わ
な
い
､
巻
き
込
ま
れ

期
間
の
過
ご
し
方

な

い
と

い
う
こ
と
で
す
｡
夏
休

み
は
様
々
な
誘
惑
に
陥
り
や
す

い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
｡
軽
率

な
行
動
を
慎
み
､
中
学
生
ら
し

い
行
動
を
心
が
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
｡
ま
た
､携
帯
電
話
等

の
ー
ラ
ブ
ル
も
非
常
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
｡
夏
休
み
中
は
開

放
的
に
な
り
が
ち
で
す
の
で
､

十
一
▲分
に
気
を
つ
け
て
使
用
す

る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
｡

三
つ
目
は 
'
夏
休
み
の
長

い

期
間 
'
学
校
か
ら
離
れ
て
家
庭

中
心
の
生
活
を
す
る
わ
け
で
す

か
ら 
'
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
と

っ
て
ほ

し

い
と
思

い
ま
す
｡
外
出
を
す

る
際
に
は
､
必
ず
行
き
先
や
帰

宅
時
間 
'
誰
と
行
く
の
か
な
ど

を
き
ち
ん
と
家
族
に
伝
え
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
｡

こ
の
三
つ
の
こ
と
に
留
意 
L
t

有
意
義
な
夏
休
み
で
あ

っ
た
と

言
え
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
｡

夏
休
み
を
通
し
て 
'
一
回
り
大

き
く 
'
た
く
ま
し 
-
な

っ
た
生

徒
諸
君
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
｡

生徒指導主任
山 本 誠 一

夏
季
特
別
教
育
活
動
期
間 
(夏

休
み
)は
'四
十
四
日
間
に
渡
る

長
い
休
み
で
す
が
､
過
ご
し
方

ひ
と
つ
で
'楽
し
い
夏
休
み
に

な
っ
た
り
'
つ
ま
ら
な

い
夏
休

み
に
な
っ
た
り
し
ま
す
｡
よ
り

良
い
夏
休
み
に
す
る
た
め
に
自

主
的
に
計
画
を
立
零
し
､
成
果

が
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
｡
ま
た
､

生
徒
諸
君
一
人
ひ
と 
-
が
､
第

二
学
期
始
業
式
に
全
員
無
事
に

元
気
で
登
校
で
き
る
よ
う
に
し

て
は
し
い
で
す
｡
そ
の
た
め
に 
'

私
か
ら
い
く

つ
か
の
留
意
点
を

述
べ
ま
す
の
で
よ
く
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
｡

一
つ
目
は
､
自
分
の
計
画
を

き
ち
ん
と
立
て
､
計
画
表
を
作

成
し
て
く
だ
さ
い
｡
最
優
先
す

る

学
校
行
事
を
把
握 
L
t
そ
れ

か
ら
家
族
旅
行

の
予
定
､
学
習

計
画
な
ど
を
立
て
る
こ
と
が
良

怨
念
制
易
学


野
木
町煉瓦
窯
･


渡
良
瀬遊水
地

六
月
八
日 
(水
)
の
本
校
の
創

立
記
念
日
に
､中
学
校
で
は
､
｢野

木
町
煉
瓦
葉
上
･｢
渡
良
瀬
遊
水

地
｣
へ
の
社
会
科
見
学
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
｡

野
木
町
煉
瓦
窯
は
､
国
の
指

定
重
要
文
化
財
に
も
な

っ
て
お

り
､
｢
ホ
フ
マ
ン
窯
｣
と

い
う
世

界
的
に
も
珍
し
く
貴
重
な
窯
で

す

そ
こ
で
は
野
木
町
役
場
の

方
々
か
ら
説
明
を
受
け
て
き
ま

し
た
｡

渡
良
瀬
遊
水
地
で
は 
'
歴
史

に
関
す
る
こ
と
や
足
尾
鉱
毒
事

件
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て 
'
遊

水
地
を
管
理
し
て
い
る
ア
ク
リ

メ
-
シ
ョ
ン
財 
EE
:の
方
々
か
ら

説
明
を
受
け
て
き
ま
し
た
｡

生
徒
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
｡

生
徒
の
感
想

二
年

一
組

鈴
木

理
仁

私
た
ち
は
今
回
社
会
科
見
学

で
､
｢野
木
町
煉
瓦
窯
｣
と
｢渡
良

瀬
遊
水
地
｣
に
行
き
ま
し
た
｡

野
木
町
煉
瓦
窯
は 
'
正
式
名

称
を
｢
旧
下
野
煉
化
製
造
会
社

煉
瓦
窯
｣
と
言
う
そ
う
で
す
｡
こ

こ
で
作
ら
れ
た
煉
瓦
は 
'
主
に

東
京
等
に
出
荷
さ
れ
て
お
り
､

赤

レ
ン
ガ
で
有
名
な
東
京
駅

生
徒
会
長
か
ら

に
も
こ
の
煉
瓦
窯
で
作
ら
れ
た

も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
O
こ
の
窯
は
日
本
全
国
で
も

珍
し 
-
､
完
全
に
原
型
を
と
ど

め
て
い
る
も
の
は
他
に
は
無
い

そ
う
で
す
｡

渡
良
瀬
遊
水
地
は
､
渡
良
瀬

川
の
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
｡
旧
谷
中
杓
な
ど

の
遺
跡
も
あ
り 
'
足
尾
鉱
毒
事

件
と
も
関
わ
り
が
深
い
場
所
で

す
〉ま
た
､
所
々
土
地
が
盛
上

っ

て
い
る
所
が
あ
り
､
そ
れ
は
昔
､

人
々
が
住
ん
で
い
た
時
に
､
水

の
浸
水
を
防
ぐ
た
め
に
そ
の
よ

う
に
し
て
い
た
そ
う
で
す 
-
敷

地
内
に
は
ヨ
シ
が
た
く
さ
ん
生

え
て
お
り
､
ヨ
シ
原
と
呼
ば
れ

て
い
る
そ
う
で
す 
.ま
た
､
桑
の

実
な
ど
も
た
く
さ
ん
な

っ
て
い

て
､
と
て
も
〓
然
豊
か
な
所
で

し
た
｡

五
月
ニ
ト 
;
日
(土
)
に
'
新

入
生
歓
迎
体
育
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
｡

本
年
度
か
ら
共
学
と
な
り
､

初
め
て
女
子
生
徒
を
迎
え
入
れ

る
と

い
う
こ
と
で
､
生
徒
会
が

中
心
と
な

っ
て
､
新
入
生
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
種
目

を
工
夫
し
､
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た 
(

今
回
は 
'
男
女
混
合
の
縦
割

り
四
チ
ー
ム
に
分
か
れ
､
計
三

種
口
の
競
技
を
行

い
ま
し
た
じ

ま
た
､
競
技
の
間
に
は 
'
生
徒
会

に
よ
る
出
し
物
等
も
行
わ
れ
､

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
｡

ま
た
､
晴
天
に
も
恵
ま
れ
ま

し
た
が
､
予
想
以
上
に
気
温
が

遍
く 
'
熱
中
症
な
ど
も
心
配
さ

れ
ま
し
た
が 
'
大
き
な
ケ
ガ
等

も
な
く
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た 
)

実
施
し
た
種
目
名
と
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
｡

宵

且

･障

害物
競
走

･ド

ッ
チ
ボ
ー
ル

･リ
レ

ー


結 

#

優

勝

黄
色
チ
ー
ム

準

優勝
青
色
チ
ー
ム

今
年
の
新
入
生
歓
迎
体
育
大

会
は
､
例
年
と
は
違

っ
た
も
の

に
な
り
ま
し
た
｡
昨
年
ま
で
は
､

サ
ッ
カ
ー
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な

ど 
‥
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
や
総
当
た
り
で
や
っ
て

き
ま
し
た
が 
'
今
年
は 
'
い
わ
ゆ

る
運
動
会
の
よ
う
な
､
多
競
技

で
の
得
点
形
式
に
な
り
ま
し
た
｡

そ
う
し
た
こ
と
で 
'
今
ま
で
よ

り
も
更
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
｡

競
技
は
､
｢障
害
物
競
争
｣
｢
ド
ッ

チ
ボ
ー
ル
｣
｢
リ
レ
ー
｣
の
三
つ

で
し
た
.
ど
の
競
技
も
､
1
年
唯

が
中
心
に
な
る
よ
う
ル
ー
ル
を

工
夫
し
ま
し
た
｡
ま
た
､
競
技
間

の
休
憩
時
間
に
は 
'
生
徒
会
で

出
し
物
を
や
り
ま
し
た
｡
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
ネ
タ
を
披
露
し
た

り
'
生
徒
会
全
員
で
ダ
ン
ス
を

し
た
り
し
ま
し
た
｡
生
徒
会
は
､

な
ん
と
か
こ
の
大
会
を
盛
り
上

げ
よ
う
と 
'
必
死
に
頑
張
り
ま

し
た
｡
新
入
唯
を
大

い
に
歓
迎

で
き 
'
学
年
の
杵
も
深
ま

っ
た

こ
の
新
入
生
歓
迎
体
育
大
会
は
､

と
て
も
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま

し
た
｡

生徒会長

高 橋 英 統



(5)第 26 号 文 星 芸 大 附 now! 平成23年 7月20日

今
年
度
は 

総
会
学
習
の 

い
き
ま
す
｡

二
つ
目
は 

い
う
こ
と
に
は 

は
ず
し
て
､
み
な
平
等
で
あ
る

;
年
生
を
対
象
に

‥
環
と
し
て
､
R

本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
茶
道
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

昨
年
に
引
き
続
き
､
茶
道
衷
千

家
の
高
山
典
子
先
生
を
月
に
一

度
お
招
き 
L
t茶
道
を
通
じ
て
'

日
本
人
の
心
や
礼
儀
作
法
の
基

本
気
配
り
の
心
な
ど
を
養
っ
て

生
徒
の
授
業
の
感
想
を
紹
介

し
ま
す
｡

生
徒
の
感
想

一
年

一
組

井
上

友
黄

今
回
の
茶
道
で
は
ま
ず
､
調

べ
学
習
の
発
表
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
｡
調
べ
学
習
で
'特
に
な
る

ほ
ど
と
思
っ
た
こ
と
は
三
つ
あ 

-
ま
す
｡ 

‥
つ
臼
は
､
お
菓
子
を
食
べ

る
の
は 
'
一
服
の
お
茶
を
お
い

し
く
味
わ
う
た
め
だ
と
い
う
こ

と
で
す
｡
お
菓
子
の
甘
さ
が
日

に
残
っ
て
い
る
時
に
苦
み
の
あ

る
お
茶
を
飲
む
こ
と
で 
'
お
茶

の
お
い
し
さ
と
い
う
も
の
が
分

か
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
｡

'
茶
道
の
マ
ナ
ーと

'
身
分
の
差
を

と
い
う
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
｡

三
つ
目
は 
'
掛
軸
の
テ
ー
マ

を
読
み
取
る
と
い
う
こ
と
で
す
｡

た
っ
た
四
文
字
も
､
伝
え
た
い

こ
と
は
意
味
深
い
ん
だ
な
と
思

い
ま
す
｡

発
表
会
が
終
わ
る
と
実
習
に

入
り
ま
し
た

実
習
で
驚
い
た

こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
｡ 

.
つ
目
は
､｢も
の
を
清
め
る
｣

と
い
う
こ
と
が
多
い
こ
と
で
す
｡

嚢
や
茶
杓
も
汚
れ
て
い
な
い
よ

う
に
ふ
く
さ
で
ふ
き 
'
清
め
ま

す
ー私
は
こ
う
す
る
こ
と
で
､心

を
落
ち
着
か
せ
､
清
め
て
い
る

の
か
な
と
思
い
ま
し
た
｡

二
つ
日
は
､
茶
碗
を
ふ
い
た

り
茶
巾
を
た
た
ん
だ
り
す
る
順

序
が
複
雑
で
あ
る 
'
と
い
う
こ

と
で
す
｡
特
に
､茶
碗
を
ふ
-
時

は
'
指
の
使
い
方
と
茶
巾
の
使

い
方
が
難
し
く
､
覚
え
る
の
が

大
変
で
し
た
｡

今
回
の
茶
道
で
は
､
本
格
的

に
作
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
､

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
｡
次

回
も
楽
し
み
で
す
｡

一
年
二
組

酒
井

貢
寛

一
一回
目
の
茶
道
で
は
､
茶
道

の
ル
ー
ル
を
調
べ
ま
し
た
｡
ル

ー
ル
を
調
べ
て
み
る
と
､
様
々

な
作
法
に
意
外
に
深
い
意
味
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
｡

ま
た 
'茶
道
の
作
法
が
､
口
々
の

生
活
に
役
人≠
つ
と
い
う
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
｡

実
習
で
は
､ 

回
目
に
習
っ

た
こ
と
が
生
き
ま
し
た
｡
家
で

何
凶
も
練
習
し
た
ふ
く
さ
さ
ば

き
も
､う
ま
く
で
き
ま
し
た
｡

た
新
し 
-
出
て
き
た
道
具
の
扱

い
も
､
先
生
や
友
達
か
ら
の
指

導
と
練
習
で 
'
娼
帆
限
の
と
こ

ろ
ま
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
｡
手
首
の
動
き
が
と
て
も

靴
し
か
っ
た
の
で
､
家
で
も
練

習
し
､
次
の
茶
道
の
時
間
の
時

に
は
完
聖
に
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す

今
回
の
お
菜 

は
･上
兼
丁
で


し
た 
.
こ
の
前
の
卜
菓
ット
と
は


ま
た
違
う
味
を
楽
し
む
こ
と
が


で
き 
'ま
た
､
お
菓
子
は
今
の
時


季
に
ぴ
っ
た
り
の
も
の
で
､
目


で
見
て
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま


し
た

調
べ
学
宙
で
'
お
菓
子
の


i

思
い
ま
し
た
｡ 

県
大
会

出
場
お
め
で
と
う

六
月
二
十
四
日 
(金
)
に
行
わ

雀宮体育館日1.16 7バスケットボール 

ソフトテニス 16.17日 総 合運動公園

古里中2.22 3日卓球 

∩
㈲
㈲
㈲ 
∪

将
棋
郡
は
六
月
五
日

(
)
個

し
た
｡

準
優
勝

第
三
位

u

人
戦
と
ニ
ト
二
目 
(日
)
同
体
故

れ
た
字
河
地
区
水
泳
大
会
に
お

い
て
､
二
名
が

標
準
記
録
を
突

破
し
ま
し
た
｡

五
十
メ
ー
ト
ル
自
由
形 

剣道 22日 清原中

バトミントン 22日 横川中.泉が丘中

柔道 18日 宇都宮高校

ま

種 目 日 程 場 所

に
参
加
し
て
き
ま
し
た

｡

川
休
戦
は
五
連
覇
が
か
か
っ

て
い
た
大
会
で
し
た
が
､
六
チ

ー
ム
中
第
二
倍
と
い
う
結
果
で

1L
郎 

峻
輔

る

神
長
慶 

∴

+

メ
ー
ト
ル
〓

由
形

フ
ラ
イ 

.
年 

中
村

r

E
l 1.

年

一
組

メ
I
ト
ル
バ
タ

l
組

個
人
戦
で
は
､
二
年
隼
二
名

が
上
位
に
入
賞
し
ま
し
た
っ

字

河
地

区

総

体
始

ま

百

二
年

原
田

二
年

岡
本

拓
一
仁

三
年
生
に
と

っ
て
は
最
後
の

大
会
で
す
｡
三
年
間
の
集
大
成

と
し
て
､
頑
張

夕 い に 行 立 確 を で に に 応 か 初 こ l =射 こら参 .⑮
オ け 今 け て 認 所 は 家 通 援 も の と で が れ 人

っ
て
く
だ
さ
い
｡

f

必
要
性
も
分
か
っ
た
の
で
､
よ

り
深 
-
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た

の
だ
と
思
い
ま
し
た
｡

茶
道
の
学
習
で
調
べ
た
こ
と

を
忘
れ
ず
に
､
礼
儀
や
感
謝
の

気
持
ち
を
養
っ
て
い
こ
う
と
強 

-

リ そ す て ウ 惑 る 始 う く ツて か 栃 Cサ ス
1の る い 工 に か ま と だ 卜い ら 木 は ツポ 栃 ▲

銅 損 柵 軍 ■

し愛 ん ツ 遅 ま で も如 き 年 活 りせ 族 あ ぶ 山

義I職 藁 葺 鍋 蓋 要

の
｢時
計
や
指
輪
を
は
ず
す
｣
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